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［XXIX, 223 ／⑵ 242 頁］）。









入する必然性はない」［Préface, 126 ／⑷ 194 頁］。周知の「一般意志」（volonté 
générale）の教義ですら，人間の本質的な共同性を証明するものではなかった。
たしかにルソーは『社会契約論』（Du contrat social, 1762）でこう述べている。
主権は譲りわたすことができないのと同じ理由で分割することはできない，なぜな
ら，意志は一般的であるかそうでないかのどちらか，すなわち，それは人民全体の
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によって実行される


























































1651）の第 16 章「人格，本人，人格化されたものについて」（Of PERSONS, 
AUTHORS, and things Personated）で，ホッブズは主権者が多数の人びとを代





















ない」［XVI, 112 ／⑴ 261-62 頁］。実際，授権によって可能になる代表は無制
限であって，強者が弱者を力によって征服して創設される「獲得によるコモン
ウェルス」と，人びとの契約によって創設される「設立によるコモンウェルス」





意する，その点である」（『リヴァイアサン』［Review and Conclusion, 484 ／⑷
160 頁］）。
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かれらは奴隷となり，なにものでもなくなる［III.15, 429-30 ／⑸ 203 頁］。
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みなされる。だから主権者と臣民の比は 1 万対 1 である。いいかえれば，国家の各
構成員は，主権に全面的に国家に服従しているにもかかわらず，主権の 1 万分の 1
を自分の分け前としてもつにとどまる。人口が 10 万人からなる場合でも，臣民と
しての地位にかわりはなく，各人はひとしく法の全面的な支配を受ける。ところが
一方，かれの投票は 10 万分の 1 に減少し，法の制定におよぼす影響力は以前の 10
分の 1 となる。そこで，臣民としてはいつも一単位なのであるから，これにたいす
る主権者の比は市民の数に比例して大きくなる。したがって，国家が大きくなれば
なるほど自由はますます減少することになる（D’où il suit que, plus l’Etat s’aggrandit, 

























だけが 100 分の 1に減少してしまうのである（15）。























中間的団体」（Un corps intermédiaire établi entre les sujets et le Souverain pour 
leur mutuelle correspondance, chargé de l’ éxécution des loix, et du maintien de la 













































た，両者の中間にある団体」（un nouveau corps dans l’État, distinct du peuple et 




pour être bon, doit être rélativement plus fort à mésure que le peuple est plus 










いほど，それだけ政府は弱くなる」（plus les Magistrats sont nombreux, plus le 




















s’aggrandit, plus le Gouvernement doit se resserrer; tellement que le nombre des chefs 























































ぎないからである［Ⅲ.4, 404 ／⑸ 173 頁］。
　その不備がもっとも懸念されるのは，「一個人が一集合的存在を代表してい

















［Ⅲ.4, 406 ／⑸ 175 頁］。もうひとつは，人民が主権者として
4 4 4 4 4 4
制定した法をす
べての人民が臣民として
4 4 4 4 4
遵守しているかどうかが，人民みずから政府として
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（l’affection sociale）である」。Bertrand de Jouvenel, Du principat et autres réflexions 
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［III.2, 400 ／⑸ 169 頁］。















けでも，おのずから仕事がそこへ持ち込まれてくる」［III.2, 404-5 ／⑸ 174 頁］。
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